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大河原町まち・ひと・しごと創生会議 

第３回会議 

平成27年８月25日（火） 

 

○事務局（佐藤） では、大河原町まち・ひと・しごと創生会議の第３回会議を開催させてい

ただきます。まず初めに、会長よりご挨拶をお願いしたいと思います。 

○尾形会長 皆さん、どうも本日は何かとご多用なところ、第３回目の大河原町まち・ひと・

しごと創生会議にご出席をいただきまして、まことにありがとうございました。 

 本日はご案内のとおり、第３回目の創生会議でございます。本日の議題はお手元にお示しい

たしておりますとおり、１から５までございますが、本日は特に７ページ以降の総合戦略の全

体像、そして講ずべき施策、この点について事務局から説明をいただきます。その後、この総

合戦略並びに講ずべき施策につきまして、時間を十分とりまして皆様とご意見の交換をしたい

と、かように考えております。どうか積極的にご発言をお願いしたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 それでは、どうぞ事務局、進めていただきます。 

（事務局より資料説明） 

○尾形会長 事務局のほうから、まず大河原町の創生を考えるときの大前提となります人口の

動態といいますか将来の推計、人口が減っていくということの説明、我々当会議としてはそう

いう状況だということを理解する資料でございます。問題はこの人口が減少するということで、

それに対する課題というものが３ページから６ページまで整理されておりまして、その説明が

まずあったということでございます。 

 問題は、きょうのメーンテーマは（３）の全体像、そして（４）の総合戦略であります。こ

の点につきまして、これからいろいろと意見交換をしてまいりたいと、こう思いますが、その

前に今事務局から説明を受けて、ちょっと皆さん、どう理解したらいいのかというような点が

１つあるんじゃないかと思います。それは私自身の疑問かもわかりませんが、まず整理するた

めにちょっとお聞きしておきますが、７ページの総合戦略に、右のほうに具体的な施策と、こ

うありますね。そして８ページ以降、施策、これは10の施策がありますよね。８ページから17

ページまで、施策数は10ありますね。この７ページの具体的な施策というものと、それから８

ページ以降の10の施策、この施策と２つあるんですが、これをどういうふうに整理して理解す

ればまずいいのか、ちょっとその辺を。といいますのは、皆さんから質問がいろいろとあると
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きに、８ページの具体的な施策について質問があったり、あるいは10ページの具体的な施策に

ついて質問があったりということで、ちょっと混線する可能性もありますので、事務局として

はこれから論議する、意見交換したいということの施策というのは、８ページ以降の施策のほ

うなのか、それとも７ページに記してあります具体的な施策ということの両方なのか、どちら

に重点を置いて意見交換すればいいのか、その辺ちょっと受けとめ方にそごがありますと困り

ますので、その辺ちょっとどういうふうに理解したらいいか説明していただけませんか。 

○事務局 全体像につきましては、国のシートに合わせてはめ込んだ形ですが、具体的な右側

の施策につきましては、今回、取り組み状況を入れておりますので、全体としてこういう流れ

になって2060年に向かうのではないかということで、こちらのほうで一旦整理した内容でござ

います。なので、特にご意見をいただきたいのはやはり８ページ以降の施策ごとの取り組みと。 

○尾形会長 ８ページ以降の10の施策ですね。わかりました。 

 そういうことでございます。どうぞ皆さん、ご自由にご発言をいただきたいと思います。 

○委員 まず、10ページです。10ページの空き家への移住件数５件となっていますけれども、

現在、大河原町では空き家数が何件あって、まずそれが知りたい部分です。それと移住件数５

件というのは、これは５年で５件ですから、年に１件ですよね。ちょっと私は少ないんじゃ、

１件だったらテーマに載っける件数かなと今感じました。 

 それから、12ページですけれども、婚姻届数230件とありますけれども、右側に2014年は215

件とありましたよね。なぜ５年間やるのに230件だけなんですか。私は1,000件以上と出てくる

んじゃないかなと、その辺ちょっと理解できませんでしたので、教えてください。 

○事務局 まず、10ページの空き家についてでございます。ただいま空き家、区長さんのまだ

点検の段階ですが、約200戸というお話をいただいております。そこの中から空き家の状態を、

今後実態調査を進めていくと。その実態調査の中でやはり倒壊の危険性、または利活用できる

空き家、いろいろなものが出てくると思うのですが、利活用する部分については所有権とかな

かなか難しい問題も発生するであろうということで、今回、就農も含めまして、実現できる部

分をちょっと低目に抑えた形になってしまっております。 

 次に、12ページの婚姻届につきましては、１年間ということなので、230件につきましては

2019年度、最終年度にはこのような形で230件ということなので、毎年、婚姻の届け出として

はこの人口からしまして200件以上上がっていればなかなかいい数字ではないかということな

ので、毎年200件、215件以上で、最終的に2019年度には230件というところに落ちつけば状況

としてはよい方向に上がっているのではないかということで示させていただいております。 
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○尾形会長 よろしいですか。 

○委員 ただ、最後の、ちょっと引っかかるんですけれども、2019年だけの目標、５カ年計画

でやっているんですから、トータルの目標のほうがいいんじゃないかなというふうに思うんで

すけれども。 

○事務局 足してということですね。 

○委員 足して。でないと、2019年だけを目標にしたら、18年が高くなって、19年が５件、10

件とかしかない年、何かの社会的影響で、そうした場合、達成できないというふうになるんじ

ゃないですか。 

○事務局 あくまでも、目標をふえる方向にして進んでいくという捉え方にさせていただいて

おるので。 

○委員 ですから、目標を設定したら、なるべく目標をクリアできるような目標数字を出す、

はっきりわかるようにしたほうがいいと思うんです。 

○事務局 ５カ年何件とか。 

○委員 トータルでね。いかがでしょうか。 

 以上です。 

○尾形会長 事務局、今の件はどうなんですか。 

○事務局 もともと国の目標数値を設定する段階がございましたので、今回の婚姻届出数とい

う部分が目標数値としてどういう設定をすればいいかというものを今後ちょっと調べさせてい

ただきます。 

○尾形会長 何かほかにございませんか。 

○委員 質問ですけれども、よろしいでしょうか。人口推計の関係で、ちょっと私自身、不勉

強でわからない部分があるんですけれども、この資料のほうの１ページ目、２ページ目どちら

でもなんですけれども、２ということで純社会移動率の設定というところで、社人研の仮定値

というところで数字が入っていますけれども、ここの考え方というのはどう社人研では考えて

いるのかなと、私、不勉強でよくわからないんですけれども、わかりますか。 

○事務局 そこの詳しいところになりますと、推計を行ったぎょうせいさんのほうからでもち

ょっとご説明していただいてよろしいでしょうか。 

○ぎょうせい わかりました。 

 推計の考え方なんですけれども、純社会移動率というのは転入と転出の数から推計をしてお

ります。それに関しては、1980年から2010年までの動き、ここを国のほうで一括して各自治体
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のものを集約したものから、そこから移動率を計算するという形で仮定値を出しています。そ

れを2015年以降にかけてどういう形の動きになるかという仮定値を出しているという形になり

ます。なので、実態の数字を把握したその数字から出しているという形になります。 

○委員 ということは各自治体ごとにこの数値は変わるということでいいんですね。そういう

理解ですね。 

○ぎょうせい おっしゃるとおりです。 

○委員 全国平均とかという形じゃなくて。 

○ぎょうせい 違います。大河原町の移動率を計算したものが仮定値という形になっています。 

○委員 ありがとうございます。 

○尾形会長 どうぞ施策につきまして何でも結構でございますから、こんな施策もあるんじゃ

ないかということでも結構でございますので、どうぞご発言お願いします。 

○委員 住民懇談会の中の説明で、質問に対する回答で、川根工業団地に対して手を挙げてい

る企業が幾つかあるというような表現があったかと思うんですけれども、どういった職種があ

るのかなというところをまず１点お聞きしたいなと。というのは、前回のときに私、皆さんと

ちょっとお話ししたときに、大河原町内の雇用について皆さんが求めているのが事務職に関す

る数値が高いということで、ある程度、工業団地で企業を誘致するに当たって、皆さんが就業

しやすい職種を選択するのも必要なのではないのかなということで思って質問しました。 

○事務局 あのときは製造業の事業所さんが今のところ打診をしてきているというお話だった

ものですから、事務関係の多い事業所さんであればマッチングができると思うんですが、製造

業でもたしか大河原町の部分は機械設備関係を求める方が多いんですが、そういう部分の製造

業ではないと思います。だから、そこもマッチングとしてはちょっと違うかもしれないです。

町としてはできるだけ早くどなたかに手を挙げていただいて、張りついていただいて、そうい

う部分での雇用を促進すると、できれば町内の方での奨励を考えながらという部分があります

が、今のところですと製造が挙がっている部分で、そこで検討をしているという段階です。 

○委員 わかりました。じゃ、前に川根工業団地さんの資料を実は私、頂戴して、銀行として

マッチングできないかということで、実はうちの銀行の中のシステムの中にも載せさせていた

だいて、ただ、まだ手を挙げてくれるところがないので、まだ皆さんのお手伝いまでには至っ

ていないですけれども、うちに限らずですが、金融機関はどこでもそういった仕組みはとって

いるはずですので、もっと広範に知らしめてもいいのかなという気がいたします。 

○事務局 そうですね。ありがとうございます。 
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○委員 企業誘致について言えば、地元の企業というのは、前にも言ったのかもしれないです

けれども、通える範囲が地元の企業だと思うので、大河原町に誘致という考えで、広域で企業

誘致というのは考えたほうがいいと思います。自治体のほうに今打診があったという話ですけ

れども、条件が合わないから、じゃ福島県に行くのかとか、山形に行くのかというんだったら、

それは非常にもったいない話なので、仙南２市７町の中といいますか、通勤圏の中の自治体に

対して、そういう情報、今うちでは条件が合わないけれども、こういう条件だとおたくは合う

んじゃないですかというので、広域で企業誘致をする情報共有をするべきだと思います。その

中で、定住促進の中に入ってくるんですけれども、そういうそこに通勤される方をいかに大河

原に呼び込むかということを考えていくと、狭い考えではなくて、もうちょっと目標も上げら

れるのではないかなというふうに思うので、土地が狭いとか、そういうことを全く考えなくて

いいんじゃないかなと個人的には思います。そういう意味では、他の自治体の方と本当にこの

企業誘致については一体化して、いろんなところにアプローチをかけて、いろんな企業に対す

る情報収集、今の話もそうだけれども、やっぱり全体としてやるべきだと基本的には思います。 

 それ以外に定住促進について言えば、他地域の方がここにある企業ができたのでそこに働き

に来ると、他地域から、という方についても、じゃ仙南２市７町で通勤圏がどこにあるのかと

いうところで、やっぱり情報が出ているところのほうが、そこから何キロ圏内ですよとか、ま

た関東以西とか他地域から来るときに、どういう気候なのかとかという基本的な情報をもっと

出すべきだと。私、いろいろ思うのが、仙台と大河原町の気候、あと東京と３拠点ぐらいを毎

日気温とれるんだったら情報をとって、あと積雪量であったり雨量であったり、そういうこと

を出すことによって、実はここって東北なんだけれども雪が少ないんだよとか、温暖なんだよ

ということが他地域の方にわかるように情報発信するべきだと思います。それが出ていないと

ころだとやっぱり行かないとわからないじゃないですか。そういう意味で、情報配信はできる

限りどんどん出すべきだというふうに思います。ただここは温暖で雪が少ないんですよと言っ

ても、それは全くわからない、比較ができないので、一番だと仙台と比べて雪が少ないとか温

暖だとか、そういうのとかがわかれば、よりまた蔵王にも近くてとかそういう形で、住むんだ

ったらこちらがいいかなと、それでなおかつ通勤ができる範囲なのかなということをわかるよ

うな情報配信の仕方が必要ではないかなと思います。 

 あと、インバウンドのほうについては、やっぱり今の情報の配信の仕方になるんですけれど

も、できるだけ観光情報等についてはネーティブなホームページが必須だと思います。今外国

の方が日本に来たときに、情報のあるところに行こうとする傾向があるというふうに聞いてい
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ますから、今、大河原町で観光情報についてどれだけ多言語化された情報が出ているのかとを

検証されて、できるだけ早期に多言語化、特に東南アジア、近いですから、仙台空港に乗り入

れ便があるところの言語についてはネーティブの方にちゃんときちっと翻訳していただいた観

光情報、また地域情報が出せるような情報配信の仕方をするべきだというふうに思います。 

○尾形会長 情報発信の手法といいますか、内容と手法というのは、いわゆる例えば仙南２市

７町、広域的に多面から２市７町というところが連携をしてそれぞれ情報発信するという、そ

ういうことですか、それとも大河原町に限ってというか。 

○委員 それはやっぱりある意味協調しなきゃいけないところと競争しなきゃいけないところ

とあると思うので、それは情報の内容によるんじゃないでしょうか。気候については、やっぱ

りここに定住してほしいということであれば、大河原独自の情報をどんどん出して、それこそ

他自治体との情報量の差があれば、やっぱり情報量のあるところに行く可能性も高いですから、

ただ、先ほど言った誘致の情報については、やっぱりこれは広域でやったほうが、ここは地域

間競争になると思うんですね、だから。自治体競争じゃなくて、さっき言ったように、福島、

山形、仙台、そこと競争になると思うので、それは広域で情報をきちっとまとめて情報発信し

ながらやっていかないといけないというふうに思います。また、観光については、これもまた

ある程度共有しながら、大河原だけではなかなか吸収できないところがあるので、そこは面を

広げて、これもやっぱり他地域との競争になると思うので、それはめり張りをつけて情報発信

はしていくことが必要だと思います。 

○尾形会長 大河原町固有の問題については、大河原町の持っているいわゆるホームページが

ございますよね。ホームページを例えばもう一度見直して、今おっしゃられたような、何とい

いますか、興味をそそるような情報といいますか、そういうどちらかというとハードの面の情

報というよりも、むしろソフト面といいますか、そういったところに視点を置いたホームペー

ジのつくり方といいますか、それも一つの行き方だと思うんですよね、まずは。そういうこと

について、創生という意味から、ホームページのあり方といいますか、そういったことも考え

る、見直しをしてみるということも一つの手法ではないでしょうか、手っ取り早いやり方とし

ましては。そのほかにいろんな媒体をつくっていろんなところに提供していくということもあ

るでしょうけれども、これは媒体の制作の問題とか、あるいは何といいますか、配布箇所の問

題とかいろいろあると思いますので、それは研究をする必要があると思いますが、とりあえず

そういう自分のところで持つ情報手段といいますか、あるわけですから、それを少し前向きに、

ある意味で興味をそそるようなソフト面を非常に重視した情報のつくり方といいますか、そう
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いうことも今ご発言の趣旨には含まれるような気がしますのですが、そんなことをひとつ。 

○事務局 空き家バンクというものを今後整備していく、空き家バンクだけではないんですが、

そういう中でホームページ等々、ちょっと今見づらい部分もありますし、日本語でしか見られ

ないという部分がありますので、その辺については早急に対応していかなければならない問題

だなということで、委員さんのほうからちょっと前からそういう話はいただいておりましたの

で、考えてはございます。 

 あと、ちょっと１点、きのう私、別な会議でちょっと行ったところがありまして、そこの方、

東京の方だったんですが、東北の人はやはり宣伝が下手くそなんだというふうな話をちょっと

言われました。首都圏から見ると、東北ってどういうところだかよくわからないと。仙台はわ

かるんだけれども、その周りは何があるかわからない、何もないのかなというふうな話をちょ

っと言われまして、首都圏から見ると、何があるんだかという話で、今、委員さんが言われる

ように、大河原っていろんなものがあるんだよ、気候的にもいいんだよというふうな情報発信、

かなり弱いんではないかというふうなご指摘をちょっと受けた部分がありました。 

 私もこの大河原でしか育っていないので、外からちょっと見た目、なかなか見られない部分

があったんですけれども、そういうふうに外から見た目部分で、宮城県をどういうふうに、東

北といったほうがいいのかもしれないですけれども、東北を見た目はどういうふうに見て、ど

ういうふうに改善していったほうがいいというふうな意見の部分ももしあれば、それも参考に

させていただきながら進めていきたいというふうな部分もございます。 

 あとは、やはりＰＲすることによって、外国人観光客が東北は少ないんだそうです。日本全

体では、ちょっと数字は忘れましたけれども、５割ほどふえているんだそうですけれども、東

北はふえていないんですって。関東以南というんですか、あちらのほうだけがふえていて、東

北自体は全然変わらないというふうな話で、これもやはり情報の発信の弱さなんだろうなとい

うふうな、その方のご意見をいただいたところでございましたので、その辺は委員さん、また

は会長さんが言われるような形で情報のほうを強化していきたいとは考えてございます。 

○尾形会長 仙南２市７町の広域のいろんな交流の場というのが、いわゆる行政上の場という

のはあるんだろうし、そういったところで今後の我が郷土のキャンペーンというか、どういう

ふうにしていくかとかということは、確かにごみ処理の問題とか水の問題とか、いろいろなこ

とも広域行政の中に当然入る大きなテーマではあるでしょうけれども、そうじゃないいわゆる

ソフト面の情報交換といいますか、そういったことも広域行政の交流の場の大きなテーマとい

いますか、そういったことを行動していくと、大河原町が言い出しっぺになって、そういうこ
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とを非常に大事なことだというふうに皆さんに認識していただくといいますか、そういうこと

も大切じゃないですか。その点は、じゃこの辺で。 

○事務局 ちなみに16ページに短期・中期工程表というところがあって、その下に介護家族慰

労に対する表彰の検討というのがございます。これにつきましてはプロジェクトチームから出

てきた話ではないんです。この前の住民懇談会の中からこういう話が出てまいりました。参加

人数、住民懇談会全部で40名程度だったんですが、なかなか建設的なご意見をいただきまして、

普通住民懇談会を開くと、道路を直してくれ、街灯を直してくれとかという話になるんですが、

今回はそういう話は一切なくて、創生に関する意見が全てでした。会長さんとかもちょっと出

ていただいて見ていただいたんですが、なかなかいいご意見をいただいたなというところがあ

りまして、これプラス、あと皆様のほうから、もっと強化していただきたいとか、もうちょっ

とこういうふうにやっていったほうがいいんじゃないですかとかという部分もあればまた出し

ていただきながら、あと２回ということで、４回目あたりには大体素案みたいな形で決めてい

かなければならない、スケジュール的にですね、なってまいるかと思います。その辺もちょっ

とお踏まえいただきながら、よろしくお願いをしたいと思います。これにかかわらず、これだ

けというふうな形ではなくて、別な形でも全然結構でございます。切り口的にはいろんな切り

口があるのかと思いますので、これが全部というふうな話になるとなかなか前には進まないの

かなと思いますので。 

○尾形会長 今の発言に関連するんですけれども、住民懇談会、説明会、６回やりました。私

も３回ほど、３会場に出席しまして、出席された方々のご意見を脇のほうで聞いていましたの

ですが、確かに参加する人数というのは１会場とも大体10名以下ではありましたけれども、中

身は非常に濃かったと思います。 

 今、事務局がおっしゃった件につきましても、私も後ろのほうで聞いていて、さすが立派な

ことを述べているなというふうに思いましたし、それからもう一カ所で、私も非常になるほど

と思って、我々も考え直さなきゃならんのかなと思った発言がありました。それはこの地方創

生というものと非常につながりのある発言だったので、ちょっと私の解釈をお伝えしたいと思

うんですが、大河原町というのは明治以降どういう形で発展してきたのかと、そこら辺に非常

に、そのことを考えた創生の進め方といいますか、つくり方というのがあるんじゃないかなと。

大河原町というのは面積は小さい。それほど農業等で他を凌駕するような、そういう生産物を

つくって稼いだ町でもないと。大河原町が発展していったのは、仙南の情報の集積地というと

ころが非常に大きなウエートを占めているのではないだろうかと、こういう発言がありました。 
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 確かに、私もその後、柴田郡史なり大河原町の町史といいますか、そういうものを調べてみ

ましたら、例えば大正13年の断面で見ますと、柴田郡の中で大河原町の人口というのは４番目

ぐらいなんですね。村田よりも少ないんですよ。村田は7,300人ぐらい、大河原は6,800人ぐら

い、槻木は8,000人近く、川崎も大河原よりもちょっと多いかそこらぐらい、大正13年の断面

で。その後、大河原は非常に人口がふえてきたというのは、大河原の持ついわゆる行政面の集

積といいますか、そういうものを中心にした情報発信、それに商業が加味された情報発信基地

としての大河原の成長といいますか、そういうものが非常に大きかったと。柴田町の近年の成

長というのは、これはまた別にしまして、ずっと戦中戦後から見たときに大河原の存在という

か、地域的な利点といいますか、そういう点は情報の集積基地、情報発信の基地としての役割

といいますか、それが非常に大きかったのではないかと。 

 そうすると、そういう面からの創生施策といいますか、そういうものは何かないのかなと、

そういうことをたまたま感じた次第ですが、これは個人的な意見でございますので、特段取り

上げてほしいとかなんとかということではございませんけれども、そういう性格を持った町だ

ということも、これをまとめていく上での感覚的なほうの把握といいますか認識といいますか、

そういうことが必要なのではないのかなと、そんなふうに思った次第であります。個人的な意

見ではございますけれども、ちょっと申し述べさせていただきました。 

 以上でございます。 

○委員 一つ質問なんですが、空き家対策についてはところどころに出てくるんですが、例え

ば空き地の対策、例えば宅地になっていて全然あいていたり、農地だけれども作物をつくって

いないところ、しかも何か例えば梅の木を何本か植えて農地だよと、税金対策の、そういうと

ころに対して宅地化するための何か進める方策などを考えてもいいのかなというふうなですね。 

 それから、各担当課が決まっているようですが、町の状況を見ると、各課とも今の仕事で忙

殺されているような状況だと私は感じているんですが、その上にこの仕事が割り当てられて、

果たしてどこまでやられるのか、その辺がちょっと心配なので、何かあるかなと。 

 そしてもう一つは、各課に割り当てられても、やっぱり集約する企画財政課がどの仕事にも

入っていて、目を張って、目をつけておくと、どこまで進んでいるかと点検するような、やっ

ぱり企画財政課はずっとに入っていて眺めておく必要があるのかなというふうに。 

○事務局 まず、空き家だけではなくて空き地という、私、町民生活課にいたときに、空き地

のほうで草がぼうぼうでというふうな苦情が何件も来ているのが毎年のことだったんです。こ

こで言う空き家の関係とセットで、空き地の部分についても空き地バンクみたいな形といいま
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すか、一緒、セットというふうな形で譲りたいという方とかという部分を、不動産業者ですと

なかなか情報発信しづらい部分がありますので、首都圏とかそちらの方が見るというのは、や

っぱり町のホームページをまず最初に見るだろうと思いますので、そういうところで整理をか

けながら、空き地、空き家等々を登録してもらって、貸したいよ、売りたいよという部分をマ

ッチングさせていけばいいのかなというふうに空き地の部分についても考えてはございました。 

 それと、担当課を示している部分があるんですが、ここにある2019年までの取り組みが全部

を含めると30か40ぐらいになるんですかね。そのくらいの数を多分やれというと難しいと思い

ます。委員さんがおっしゃるとおり、マンパワーもございませんし、地方創生という形で来年

度から新型交付金が参るわけですけれども、２分の１しかまず来ないという状況になっていま

す。昨年度の交付金ということで来たのが2,600万円の作成費用とあとは子育て関係で使った

部分、医療費無料化とあとは各幼稚園とか保育所のほうに備品等ということで2,600万円ほど

来ております。そのほかに割り増し商品券を発行いたしました。あれが3,700万円ほど来てお

ります。その3,700万のほうは多分もう来ないんだと思いますので、2,600万円、3,000万円に

しても、２分の１くらいしか来ないみたいなんですね。ですから、1,500万くらいしかまず補

助は来ないんじゃないのかなというふうに若干思ってございます。 

 その中でも、一般財源を使ってもやらなければならない部分は当然あるかと思います。でも、

財源というのは限られておりますので、ここに全てをやれと言われてもなかなかむずかしい部

分がありますので、この中から重点ポイントを今後決めていって、何点か決めて、それを19年

度まで進めていって、まちづくりなり、人づくりなりをやっていければいいのかなというふう

に若干思っているところではございます。 

 ８ページ目のほうを見ていただきますと、19年度までの取り組みということで６つほど挙げ

てございます。この中で何を大河原町として重点項目としてやっていけばいいというのがあれ

ばご意見をいただきたいと思います。これからプロジェクトで進めていく話なんですが、こち

らもあと残り２回しかございませんので、もしよろしければ、こういう内容をもっと積極的に

やっていくべきだという部分を出していただく、または別な部分でもっと出してということで、

１項目１項目ずつ、会長さん、何かやっていっていただければいいかと思います。 

○尾形会長 そうだね。 

○金井副会長 すみません、それとすごく関連しているんですけれども、やはり全てが全て新

しいものを取り入れているわけではなくて、これまでやってきたものの延長線上にあるものが

たくさん恐らくあると思うんです。そうしたときに、例えば７ページ目の左から２番目ですか、
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地方人口ビジョンの隣に５つの箱があって、ここに大きな大枠となる理念が掲げられていると

思うんですけれども、例えばこの５つの項目ごとにこれまで何をしてきたのか、その成果が一

体どれほどのものだったのか、さらにその中で何に挫折したのかとか、そういったこれまでの

やっぱり何ていうか失敗から学ぶことも重要でしょうし、これまでの過程が見えてくると、じ

ゃ何が足りないのかということがより鮮明に見えてくるかなと思いました。 

 特に日本の場合は結構政治の面でも、問題が起きたらそこという形でパッチワーク的にやっ

てしまって、どうしても継ぎはぎになりがちなので、やはりこれをやっていくという一本の核

があったら、その核は絶対にぶらさないで、いかに補強していくのかということで、連続的、

発展的に施策を行っていくということが重要かなと思いますので、できればこれから、ここで

計画として、方針として立てられた内容がこれまで一体どういうふうにやられてきたのかとい

うプロセスというか、そして今ここでご提案している内容がどう位置づくのかという、そこの

マップのようなものがあるとより、例えばここで失敗してきたのであれば、じゃここはそこま

で深追いせずにもっとここに力を入れたほうがいいんじゃないのかとか、やはり大河原町なら

ではの課題というか、向き不向きの性質もあるでしょうし、そういったところを追求していく

上でも、これまでの失敗や成果というものを知っておくことが重要かなと感じています。 

○事務局 その辺の部分を１つずつ施策ごとの課題という部分で、弱点というか進まなかった

理由とか、そういう部分を挙げさせてはいただいているんですが、確かにもともとやっている

部分をなかなか進まないので強化して前進させると、あと、やはり大河原町として足りない部

分があったので、それを回復させるという部分が大体大きな部分になっているんじゃないかと

思うんです。なので、大きな枠組みとしてこの５つの目標に関してやるとなるとなかなか文面

的に難しいところがございましたので、やっぱり施策的に小さく切った上で、課題と対応とい

うことでちょっと挙げさせていただいた内容になっております。 

 特に、８ページから進みますと、雇用関係からしますと、なかなか行政がタッチする部分が

進まないで来たという部分がございましたので、企業誘致とか、雇用促進の奨励金制度、こう

いう部分もなかなか前進しているとは言えない部分もございますし、就農関係も、担い手とい

うか、後を継ぐという部分だけでも助成金とかもあるんですが、それも実績的にはないという

ことで、あと特産物づくりというのも、就労、雇用、そういう部分までにつなげる部分までも

なかなか進まなかったと。農業、林業、商業という部分に関しても、そういう発展性という部

分が目に見えてできるということがなかなかないので、商業に関しては民間頼りというか、そ

ういう力のほうで引っ張っていっていただいているという部分が多いというところです。 
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 一番後の新たな起業、第二創業というのは、これはちょっと町長が推している部分がござい

まして、やはり今までは町内の中で本業としている部分はあるんですが、それを別な形でして

起こすとか、また代がわりになった際に、また新たな仕事の仕方を考えて、それを出していっ

て雇用につなげるとかという部分がありましたら、町内の中での雇用機会のチャンスがふえる

ということなものですから、そういうものを支援していったらどうだという部分を入れさせて

いただいている段階でございます。 

 このようなことから、大体2019年に固まってしまったんですが、2020年から移動しているの

もあるんですね。創生本部会議のほうで話し合った中で、やはり進んでいない部分については

早目に着手したほうがいいという部分がございましたので、2019年にスライドして、2020年以

降なかなかちょっとすかすかに見えているところもあるわけでございます。ですから、将来的

にこういう部分が取り組み内容としては必要になってくるということもあると思いますので、

そちらのほうもアドバイスいただければということも考えております。 

 今回については、そういうなかなか進まない部分について改善していって、いい状況のほう

に持っていきたいという部分が多いところであるんですが、そういう部分で10の施策としてま

とめさせていただいたので、その部分で皆様からもっとアドバイスをいただければと思います。 

○事務局 ８ページ目の19年度までの取り組み内容の中で、上の２つについては現在進行形で

やっている部分です。下の４つについては今後新たにやっていこうとする部分です。上の２つ

は、企業誘致、今までパンフレットも何もない状態で、今年からパンフレットをつくって、や

っと東京とか名古屋に行って企業誘致のＰＲを今始めたという段階、雇用促進奨励金制度は、

制度はあるものの、なかなかＰＲ不足で利用者がいないという状況にまずはなるかと思います。 

 ９ページ目のほうにいきますと、ここは真ん中の家族に優しい働き方支援制度、これも制度

的にはあるんですが、なかなか利用者がいないということで、これもまだということ、上と下

についてはこれから取り組む事業というふうな形になります。 

 10ページ目の部分については、これは全て新たに取り組むというものになるかと思います。 

 11ページ目になりますが、一番上の通年観光、これは前からいろいろ言われておるんですけ

れども、大河原町は桜がメーンだということで、なかなかほかのところには手がつかないとい

うことでした。あと「まちの宝探し」は今回の新しい内容というふうな形、あと農商工連携に

よる地場産品のブランドということで、Ｎｅｘｔゆめプランの前段階の後期計画でも挙がって

いるんですが、やはりそこになかなか着手していないという部分には、ですからこれも継続に

はなっているんですが、実績としてまだ出てきていないと。 
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 あと、観光ボランティアさんの養成というのも、なかなか働きかけてはおるんですけれども

できないという部分があります。その下の「情報発信し隊」につきましては、これは委員さん

のほうからのご提言でちょっと入れさせていただいた新しい部分、あと商店街へのＷｉ－Ｆｉ

設置も新しい部分というふうな形になります。 

 12ページ目のほうにいきますと、結婚支援プロジェクト、これはまだ町としてはやってござ

いませんので、新しい事業となります。あと広域的な婚活支援という部分、これも広域的には

やってございませんので、これも新しい部分になります。小中学校に結婚、出産、子育ての人

生プランの学習機会の提供ということで、現在実施はある程度されているみたいなんですね。

ただ、それをもう少し強化しましょうという部分になります。 

 次の13ページ目のほうの子育て短時間勤務制度、これについては啓発というふうな形になっ

ていますが、なかなか難しく、まだこれも利用がないというところです。あとは両親学級の開

催、マタニティマークの普及ということで、両親学級は多分やっていない事業です、町として

は。あと産後ヘルパー、これもやってございません。あと不妊治療に要する費用という、これ

は不妊治療はやってございます。県の制度がありまして、県のほうでやっている制度に上乗せ

をするというふうな形をとらせていただいております。あと子ども医療費の18歳までの無料化

拡大とあと所得制限の撤廃、18歳まではことしの10月から、所得制限の撤廃については来年の

４月から行うというふうな方向づけになってございます。 

 あと、公共施設の土日開放による親子の交流の場を整備ということで、現在、いきいきプラ

ザについては用事がないときに閉館している状況があります。こことか中央公民館とかをフリ

ースペースというふうな形で好きに使ってくださいという形、壊したり汚したりしたらそれは

弁償してくださいとかという規約はつくるかもしれませんが、そこで食べてもらってもいいで

すし、好きに使ってください、自由に来館してくださいというふうなスタイルがいいのかなと。 

 プロジェクトチームで長岡市にちょっと行ってきたんですけれども、雨の日とかに子どもさ

んを遊ばせるところがないということで、室内に屋外の公園的なイメージの場所を設けたんで

す。そこには自由に来て、そこで食べて、遊んで、お子さんと過ごして、あとは帰っていくと

いう自由来館スペースというスペースで、そこで自分が好きなこと、本当に外にある公園と同

じような感覚で遊んでいけるというスペースをそこに設けているんです。そういうふうなイメ

ージをちょっと私は今持ってございます。これは新しい取り組みになってくるのかなと若干思

ってございます。 

 14ページのほうにいきますと、まず子育て施設の備品整備の充実ということで、これは今年
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度やるというふうな形で今進んでおります。あと民間活力による多様な保育のサービスの提供

ということで、公的機関のほうの保育関係しか今ないんですね。ＮＰＯさんのほうでこういう

一時預かりとか放課後の学童保育みたいなものをやりたいというところも実際あるようでござ

います。そういうところを後押ししながら、安心して働ける環境を、預かってもらうことによ

って親御さんが７時ごろまで働けるとか、そういう環境をつくっていければいいのかなという

ことでここが入っているところでございます。あとファミリーサポートセンターということに

つきましては、契約するみたいな形になるんですが、子どもを預けたい人と子どもを預かって

見てあげたいという人をマッチングさせて、そこで一定程度の費用は発生するんですけれども、

そういうふうなマッチングのサポートセンターをつくっていってはどうだというふうなことで

す。これはうちの町はやってございませんので、新規事業というふうな形です。 

○事務局 あと放課後子ども総合プラン、これが放課後児童クラブと放課後子ども教室という

別な課ごとにやっているものがございます。学習を教えながら子どもさんを預かると、また別

なほうは体験とかそういう部分に重きを置いて時間を過ごすという部分があるんですが、それ

を一体にした形として総合的に行いたいというのが国の考えが掲げられております。そういう

部分が実現できるかどうかということで、やはり大河原町もその方向に行ったほうがいいとい

うことで施策として挙げております。 

○事務局 15ページ上から３つ目、高齢健康の運動教室とかはやっておるんですけれども、固

定化をしているみたいなんですね。参加者が固定化しているということで広がりがないという

ふうな形の中で、これをもうちょっと広げていきましょうというふうな部分になります。その

ほかの４つにつきましては新しい事業ということで、その中でも「歩きたくなるまち」の創造

というふうなのをちょっと推進したいなというふうに事務局的には思ってございます。これに

つきましては、その動機づけなりなんなりを行いながら、町内を歩いて散策していただきなが

ら、メタボ改善というわけではないですけれども、そういうところをやっていって健康で長生

きしていただければというふうなことを中高年層からやっていければというのが趣旨となって

ございます。そのほかのものにつきましても新たな場ということです。 

○事務局 16ページにつきましては、地域包括ケアシステムがやっぱり医療関係との組み合わ

せというか、全体的には地域も、あと高齢者の方のボランティアを含めて地域で支える形をつ

くるということで、今までの考え方を新たに皆で持つということになっておりますので、まだ

整備がされていないと。今までは包括支援センターのほうに機関があったんですが、そういう

相談、ケアを行うということなんですけれども、それを在宅で高齢者が過ごしやすくするため
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に初めに介護予防から始まり、またサービスも入れながら、また介護もひとり暮らしでも暮ら

していけるような形という部分をつくるということになって、システム的にはこれから新しい

ものになるんです。 

 介護家族支援、また認知症サポーターの部分につきましては、継続しております。ただ、登

録者というか、やはり趣旨普及を図って、皆さんにも認知度をもっと持っていきたいというこ

とを考えていると。介護予防手帳は、これからつくって配布をする方向性が出てきているとい

う部分です。これも新しいことになります。介護家族慰労の表彰に関しても検討を進めるのは

これからということで、新しいということになります。 

 最後のほうも、「大河原大学」開校準備・研究というのも、これは新しいことになります。

３世代同居利用住宅の新築・増築、こちらも新しいものということで、子育てもしやすく、介

護もしやすく、また３世代で省エネというか、そういう住宅にもなっていると。さまざまなも

のがやはり３世代でカバーし合えるのではないかという部分もございますということで、新た

に出てきたものです。空き家実態調査、こちらのほうもこれからということになります。町内

各所防犯カメラもこれから検討していくと。ＳＮＳメール配信もこれからでございますし、地

域づくり推奨行事というのもこれからということで、こちらの面につきましては全て新しい段

階になっております。 

○事務局 ということで、ちょっとなかなか答えにはなっていなかったかもしれないんですが、

新しいものとあとは今やっている部分でできなかった理由、若干触れさせていただきました。

ちょっと今すぐというとなかなかこれしかご回答できないところなんですが、こういう中で何

かあればお知らせをしていただければなと思っています。 

○尾形会長 今、副会長の質問に対して事務局から、いろいろと今までの施策との関連でどれ

が旧来の施策の延長線なのか、あるいはまたどれが新しい施策としてやることなのか、そうい

う観点からの説明がありましたが、今まで役場仕事というのはいろんな面で、いろいろ法律な

り条例なり、そういったものに基づく施策といいますか、それが非常に大きなウエートを占め

ているわけですよね。それはそれとして継続してやらなきゃならんということも当然あると思

いますが、ここに掲げた施策を、これをまとめていった段階で、来年度をいわゆる初年度とし

た創生施策展開年度ということになると思うんですが、それは一応固まった段階で予算措置と

いいますか、もちろんいろんな部が関連してくると思いますが、予算措置を講ずると、こうい

う形になるんですか、今後のあれとしては。施策と予算との関係。 

○事務局 先ほど申したとおり、予算に関しましては全国自治体も含めまして新型交付金のほ
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うを当てにしていたという部分がございましたので、そういう部分である程度の総合戦略とし

てその財源をもって充てていきたいという話があったんですが、２分の１の対象交付、また挙

げていきますと、観光の司令塔組織とか、地域連携を推進するとか、高齢者を地方で受け入れ

る日本版ＣＣＲＣという名前もついているのもありましたが、また先駆的、先進的事例を持っ

た上で、交付金のほうは重きを置いて交付するという中身もございました。大河原町からしま

すと、やはりそういう部分からしますとちょっと合わない部分もございましたので、財源的に

はそんなには来ないのではないかと。 

 ただ、将来的な総合戦略から見てやらなくてはいけない部分を、28、29、30、31、この４カ

年の順番をもちまして優先的に行うもの、またやはり計画、また調査を行った上で、ちょっと

若干時期をずらして行うものということで、その順番を決めながらしなくてはいけないという

ことなので、優先、または重点的なものを先に考えながら28年度に反映していこうかなと思っ

ております。 

 ただもう一つは、やはり原課といいますか、事業課のほうの調整がまだ、名前は出している

んですが、まだ調整はとれておりません。その部分で調整を、この素案が固まった上で原課と

調整ミーティングをした上で予算のほうにつなげていきたいということもございますので、ま

だ調整としてはあと１カ月半か２カ月ぐらいはかかるのではないかと、ちょっとこちらのほう

では想定しております。 

○尾形会長 それと、大河原の通称一目千本桜というものは国内でも冠たるいわゆる自然文化

遺産だと思うんです。これをベースで、それをさらにいろんな各地から来ていただくと、その

ためには桜の木の老木を再生させるような施策とか、あるいは散歩道を整備するとか、あるい

はまたそれを案内できるような観光ガイドを養成するとか、そういう施策は今回の国で言って

いる地方創生に関する施策の交付金といいますか、そういうものの対象にはなり得るんですか。 

○事務局 例えば地域と地域を連携するというお話で、例えば柴田町とか、つながった部分で

の観光強化という、そういう話ですと、やはり共同化ということで交付金のほうの対象という

ことで見られる可能性はあります。ただ単体としてやるという部分につきましては、なかなか

見られないと。特にハードの事業で何かを整備をするとか、そういう部分からしますと、ソフ

トのほうを中心にしていくということになります。 

○尾形会長 なるほどね。例えば文化財友の会というのがございますね。この文化財友の会が、

桜というのは大きな大河原の自然文化財だと、こういうことで桜に関する何か整備計画みたい

な、整備の一つの考え方といいますか、そういうことを例えば町から文化財友の会さんのほう



－17－ 

に何か考えていただけないかという仮に諮問といいますか、そういうことを出したときに、文

化財友の会として仮にそれを受けて、そういう整備計画みたいなものをつくると、しかし、そ

れには予算的なものはないというときに、町として文化財友の会さんに対して委託費ではあり

ませんけれども、それなりの費用を交付して、これを原資としてつくってくれないかと、その

原資を国からの交付金を当てにするとかという、そういうことはどうなんですか。いや、例え

ばの話ですよ。 

○尾形会長 町が委託するわけですから、委託というかアウトソーシングするわけ、文化財友

の会さん、例えばだよ。それで、わかったと、みんなで相談していろんなものを、とにかく計

画みたいな、そういうものをつくってみようと、しかしお金がかかると、それはないと、だか

ら町としてそれは助成すると、その助成金を国の創生費用から引っ張り出してくるというよう

な、そういう手品ではないですけれども、そういう具体的にテーマとしては。 

○事務局 町が独自に人件費に充てたり、また整備をするという交付金ではないというのは確

かにそのとおりでございまして、あとはそういうソフトとして町を立ち上げるためのものにつ

ながるという。 

○尾形会長 あくまでも地方創生の一環として。 

○事務局 例えば文化財に重きを置いた上でのプロモーションみたいな形で外部からの流入、

移住、定住、または来訪者ということで、そういう部分につながった何かしらの計画としてま

とめられればという部分はわかりますが、やはりそういう町の中に有益に働くものという考え

として入れていくものであればということになると。なので、それが交付金に合うかどうかも

ちょっとなんですが。 

○尾形会長 交付金の基準というか、そういうものは出されているんですか。 

○事務局 要綱自体はまだ出ていません。 

○尾形会長 ないんでしょう。 

○事務局 ですから、どれが合う、どれが合わないというのはこれからの話になるかと思いま

す。その話はまた別の機会でもいいのかなとちょっと思っております。 

○尾形会長 もちろんそれは町の創生、将来にかかわる問題で、何も今回のこれをまとめると

きに全てそこに入れてしまわなきゃだめだという、そういうものではないですから、ですから、

将来、創生を考えたいろんなことをやっていく一つのアイテムとして、例示的なことですけれ

ども、そういうことだって今後考えていってもいいんじゃないかなということです。 

○事務局 特に行政だけが考えるというだけではやっぱり一方通行になりがちなものですから、
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やっぱりそういう部分を、一番最後のページにも載っております大河原大学とかということで

の地域の担い手をつくった上で、町ごとの特徴を出していくと。例えば郷土学を学んでいただ

いた部分によって、継承者とか、観光、文化財、そういう部分での学的な部分の継承を図って

いただくという部分を何かしら自主企画として上げていくと。何かしらそういう担い手学科み

たいな部分の大学のほうで広がりが出れば、そういう部分は町として特徴が出てくると。 

○尾形会長 ですから、ここで、まち・ひと・しごと創生という大きなテーマだから、だから、

ある仕事というか、あるプロジェクトを計画し遂行することによって、人の育成といいますか、

そういうことのほうが現実的だと思うんですよ。だから、それを人の創生にもつながるんだと、

単に町の整備だとか、美化、整備だけじゃないよと、これは、あくまでも町としての人間の創

生につながるプロジェクトなんだということで、そういうものは交付の対象にならないかとい

うような、そういう発言を何といいますか、オファーしていくといいますか、そういうことも

できるのではないかというふうに思うんですよ。 

 だから、さっきの事務局の話だと、こういうものじゃなきゃ交付金の対象にはしないとか何

とかという、そういう基準なり予測なりがまだ今の段階ではないんだと。石破さんの言うよう

に、とにかくどんどん新しい発想を出してくれやと、それこそ皆さんのアイデアなり発想が一

つの出発点になった創生なんだということを石破さんはどこに行っても言っているわけですよ

ね。だとすれば、そういう今言ったような言葉を、一つの創生のテーマになり得ると、まち・

ひと・しごとにつながってくるものではないかと。だから、ある意味での作文のしようだと思

うんですよ。その辺でちょっと研究してみたらどうなんですか。 

○事務局 交付金に関しては、やはり先駆的なものかどうかというのは国がちょっと判断する

内容ですが、大河原町にとってみては、やっぱり人をつくって町を支えるという部分は今後続

けなくてはいけないという部分はございます。 

○尾形会長 ただ、こういうふうにして人をつくるんだとか、なかなかそれは難しいですよ。

市民大学なり大河原大学をやれば人ができるなんてそんな生易しいものじゃないですよ。プロ

ジェクトというか、一つの仕事というか、そういうことを計画し、それを完遂し、それを継続

していくことによって、そこに初めて人の育成というか、人の存在というのがかかわってきて、

それこそ人の創生というものにつながっていくんだろうと思うんです。だから、人の創生とい

うのは、それだけを取り上げていくというのは非常に難しい問題ですよ。ある一つのプロジェ

クトがあり、いろんなものを計画し遂行することを通じてその町の人の創生を、若者の創生を

図っていくとかという、やっぱりそういうシナリオじゃないとなかなかこれは難しいんじゃな
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いかと思いますよ。何もそれは今年中に全部つくり上げてしまわなきゃならんということじゃ

なくて、考え方としてそういう面からの人の創生ということが大事なんじゃないかと思います。 

○事務局 そういうのも含めまして、この「大河原大学」開校準備・研究という中でちょっと

もませていただくということでよろしいですか。 

○尾形会長 だから、結構ですよ、それは。そういうものだろうと思うんですよ。 

○委員 ちょっと具体的なやつでいいですか。11ページの通年観光に向けた観光振興の研究と

か、「まちの宝探し」による観光資源の発掘とあるじゃないですか。私、ちょっと先に言った

ように、下にある目標の中で、他地域からの来訪者3,000人の増加というのがありますけれど

も、それこそ大河原町の観光資源を掘り起こすことによって、それをさっき言った仙台空港に

就航している都市にポスターなり何かを張るとか、ＪＡＬとかＡＮＡとピーチとかと組んで、

ＤＣキャンペーンがかなり効くんですよね。だから、同じようにＪＲだけじゃなくて、他のあ

る程度公共交通機関みたいなところで、せっかく仙台空港に来る人がいるんだったら、仙南に

呼び込めるような形のことをすればいいかなと思うんですね。そのためのポスター、観光ＰＲ

に予算が使えるんであれば、他地域からの呼び込みになります。そのポスターの具体的内容に

ついて、通年観光に向けた観光振興の研究になりますし、「まちの宝探し」の観光資源の発掘

にもつながると思います。 

 一つ、もっと私は自治体の方も民間にべったりになるべきだと、癒着はいけないけれども。

一つはここ、三全さんがあります。ちょっと本社を仙台に移してしまったけれども、基本的に

は三全さんは大河原町のお菓子店、これは全国でもかなり有名で、ちょっと旧道沿いに前から

は私はあったほうがいいと思ったのが、直販の店舗をもっと大きく併設して、先日、帯広に行

ったときに、六花亭さんの本社で、あそこでイートインができるような形をつくっておられる

んですね。かなりきれいにつくって、なおかつ、生クリームを使っているので、４時間以内で

しか食べてはいけない、持って帰ってはいけないということをやっているから、食べに来なけ

ればいけないんです。札幌では食べられないというので、わざわざ帯広まで来てくださいとい

うことをやっているので、そういうのを町と三全さんと話し合いをしながら、三全というのは

大河原町の会社であって、ここに来たら食べられるものがあるというので、そういう意味では

来訪客を呼ぶと、そのための整備を町も協力してあげるということが、場合によってはまた本

社を大河原に移してくれるかもしれないし、本当そういうことだと思うんですよ。 

 実際に、結局さっきの誘致もそうだけれども、受け入れというか、やっているところはどこ

まで親身になってやってくれるかというのは民間もそうなんですよね。だから、税金を使って
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一民間企業にということであれば、それはどんどんよそに流れてしまうと思うので、もっと私

は民間に寄っていっていいと思います。ヒルズさんなんか、日帰り温泉をつくったからかなり

の集客をしていると思います、大河原町にとって。なおかつ、もちぶたというブランド豚をつ

くって、なおかつ、どぶろくまでつくっているじゃないですか。これをもっと自治体がＰＲす

るべきだと思います、一体となって。そうすることによって、さっきの年間3,000人増という

のはそんなに難しい話ではないんじゃないかなというふうに思うので、こういうあるもののさ

っき言った掘り起こしとかにつながって、いや、民間だからあとは民間で勝手にやってくださ

いみたいなことでは全然進まないことだと思うので、議会とかでいろいろ言われるかもしれな

いけれども、やっぱりもっと私、地方は民間、地元の企業にべったりになるべきだと思います。

誘致企業は景気が悪くなったら出ていきますから、やはり地元で育った会社というのはそこで

何となく踏ん張っていきますし、逆に言えば、そこが伸びていけば地元雇用につながるという

のが自明の理なので、そこはもっともっと地元の会社に対する優遇措置というのは税金を使っ

てどんどんやるべきだというふうに、それこそ創生につながると私は思います。 

○委員 今のお話を聞いて私も同感だったんですけれども、あともう一つ思い出したのが、桜

にしても何にしても、結局見て終わりとか、あるいは食べて終わりというふうにすると、どう

してもリピートは難しいですよね。情報発信ももちろん大事なんですけれども、やっぱり来た

方がもう一回来たい、あるいは何回でも来たい、友達も連れてやってきたいというふうに思わ

せるような内容をやっぱり考えていかない限りは、いたずらにイベントの数をいっぱいふやし

ても、結局ただ受け身の、来た人が本当に受け身の状態で帰っていくということだとうまくい

かないと思うんです。 

 私の知っている限りでは、山形県は結構首都圏からの観光客がリピーターの数が本当に多い

という話を聞いたことがあります。例えば、じゃどういうふうにしているのかというと、結局、

名産品とか、あるいはおいしいものをただ食べて終わりにしないで、体験型というんでしょう

か、一緒になってつくる。もちろん範囲とか限界はあるかと思います。素人考えですけれども、

例えば菓匠三全さんでつくっているずんだのまんじゅうの一部を一緒につくってもらったりし

て食べてもらうとかというふうな、いわゆるいろんな仕掛けの中に参加した人が、観光という

ことを、見て終わりじゃなくて、食べて終わりじゃなくて、そこで何かを一緒につくって、そ

れが楽しかった、あるいは難しかったと、だからもう一回挑戦したいと、ときにはちょっとや

っぱりハードルがかえって高いほうがリピーターにとっては魅力がある観光地になるというこ

ともあると思うんですよね。 
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 ですから、ぜひ体験型を組み込んだ、しかもそれを通年型で四季折々というふうに年間数回

行うとかというふうにして頑張っていけば、最初はちょっと苦しくても、きっと必ずこれは山

形県みたいに、山形県はたしか、私、知っているのは、蚕の繭を煮たりして、それから糸をと

ったりするというのを参加している人にやっている。あと今度はその取り出した糸を使って別

な職人の方が織ってくれたりすると、自分が紡いだ糸で自分なりのものが後で届くとか、やり

方はいろいろあるかと思うんですが、言いたいことは要するに、とにかく体験してもらうとい

うこと、ちょっと難し目のことであっても、それを逆に励みにしてリピーターが来られるよう

な、そういうアイデアですね、プランというか。だから大事なのはやっぱりプランナーという

か、本当に計画立案をやっぱり本気になって考えると。 

 今のご意見のように、本当に行政だけ頑張ってもだめだし、ときにはやっぱり民間はもうけ

なきゃいけないということも一つの大きなエネルギーになっているんですね。やっぱり絶対人

を集めなきゃだめだとか、あるいはここは企業秘密だけれども、ここのところはいいよという

ところも必ずあるはずなので、そういうところなんかをうまく出してもらいながらやっていけ

ば、きっと単なる観光じゃない、魅力のある、まさに大河原にもう一回行ってみようというと

ころにつながっていくのではないかなというふうに思いました。 

○尾形会長 ありがとうございました。 

 女性の方、お三人方、どんなご意見でも結構ですから、何かございませんか。 

○委員 この会議の一番最初に人口の減少云々という表があったものですから、大河原町の出

生率を上げたいとか、人口の減少を防ぐとかということが私は一番の最初の問題なのかなと思

いながら出席していたんですね。保育園なんかもそうなんですけれども、やはりいろんな面で

皆さんが大河原に住みたくなると、先ほども会社の誘致というものがメーンにもありましたけ

れども、なかなか会社を誘致したとしても、従業員がそこで大河原の方だけが30人、10人、何

人と働けるものでなければ、私は住居のほうをもっとふやしていったらどうなんだろうかなと

思ったんですね。 

 金ケ瀬に住んでいるものですから、ここ３人そうなんですけれども、私、金ケ瀬に就職した

ときに、今のような広表地区があんなに広がって、そして免許センターができて、さくら大橋

ができて、あのような人がたくさん、土曜日、日曜日は生協やユニクロ、あの辺かいわいに駐

車場がないくらい人が集まってきているんですね。ということは、あのくらいお金もおりてい

るんだろうなと。人が集まる、買うか買わないかはわかりませんけれども、人が集まってきて

いる。広表地区があのようにどんどん家が建っていく。 
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 金ケ瀬が小学校も中学校も２クラスで建てたんですけれども、今現在、建てたときはよかっ

たですけれども、それがだんだん１クラスになってきて、空き教室がたくさん出てきた。小学

校も空き教室が出てきて、１年１組しかないんですね、１学級１組。それが今は２組になって、

３組になるかもしれないんです。というのは、どんどんやはり人が住んでいる。私の保育園の

ほうもどんどん入りたいという子どもさんがふえてきています。これ、待機待ち17人というこ

とがありますけれども、これは４月１日ですから、今はもっとふえていると思います。２倍、

３倍になっていると思います。私の保育園でも今現在十何名の子どもたちが待機待ちをしてい

ます。入れません、やはり。フルタイムで働いている方がどんどん入っていますので、途中か

ら入るということはまず無理です。 

 なので、やはり企業もいいんですけれども、住む人をたくさん、住みよかったら、やはりま

たどんどんお友達を呼んでということで、広表はどんどんふえています。そういうお話もやっ

ぱり聞いています。大河原は白石よりも中心にあって、村田にも行ける、高速にもすぐ乗れる、

新幹線にも20分くらいで乗りに行けます。あと大河原駅から仙台に通うのも非常に便利なので、

大河原は非常に住みいいですということで、わざわざ大河原の広表に土地を求めて買っている

という方がたくさんいます。 

 よくさくら大橋を渡って向こう側に行くんですけれども、かなり田んぼがたくさんあります

し、畑がありますので、農業の方が後継者がいないということであれば、農業を本当に継続し

てやっていこうかという方々もおられるのではないかなと思うんです。工場もそうですけれど

も、やはりもう少し宅地というものがあって、もっと住む人がふえていけば、もっともっとい

ろんな面でも活性化したり、やはり人がふえるということは、買い物に行きます。食事をしま

すから、やはりいろんなものを購入しに行く。子どもができればバースデイに行く、しまむら

に行くというのと同じように、あんなにたくさん発展してきていますので、やはりそういうと

ころも大事になってきたのかなと。もちろんもちぶたさんも三全さんも、私、あと蔵王の飴本

舗さんも、あれはやっぱり大河原ブランドだと思うんです。やっぱり大河原にあるお店のブラ

ンドはもっともっと共同でＰＲをしたりして、もっと皆さんが住みよく、そしてそこからまた

みんなを呼ぶというので、発信できていったらどうなのかなとちょっと思いながら。 

○尾形会長 ありがとうございます。 

 今、委員さんがおっしゃった考え方を事務局としてはいろんな文面で10の施策の中にいろん

な形でちりばめて、それを進めていこうということにはなっているとは思いますけれども、や

はり一番大切なのは、おっしゃったように、とにかく住む人が多くなると。それはいろんな手
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法があるということですよね。そういうことを今強調されたわけでありますけれども、そうい

う観点から改めて事務局のほうとしましては施策のつくり方、これをさらに整理していただき

たいなと思います。 

○委員 議事の進め方なんですけれども、今日は何時までやっているんでしょうか。 

○尾形会長 一応２時間程度ということで。 

○委員 ということは、次の次、つまりもう一回このような会議を開いて、その次はもう素案

としてまとめるという、さっきのお話でしたよね。そういうわけでもないんですか。 

○事務局 いえ、基本的に次回で大体素案まで持っていきたいとは思っております。 

○委員 というのは、今、質問は全体に対する質問でいいと思うんですが、意見を出したりす

るということを、やっぱり区切りながら進めてほしいんです。つまりそうでないと、結局、仕

事をつくり安心して働けるようにやるというところについての意見が出てきて、次に今度は後

ろのほうの若い世代のというところの意見が出てきて、また今度は別な人が新しい流れをつく

るとかと、あちこち行ったり来たりするよりは、やっぱりこちらでいうと柱から柱ごとに進め

ていけば、少なくともきょう残された時間で上の２つは意見交換が終わったと、次回は次の３

つをやりましょうとかということが見えてくるかと思うんですが、今の話だと次回はもう素案

づくりだということで。 

○事務局 素案をつくっていただいて、あとまだ住民懇談会とかパブリックコメントとかいろ

いろやっていかなければならない。11月にはもう固めてしまって、来年度の予算もつくってい

かなければならないので、これを取り入れながらというふうな形になりますと、時間的な制約

も若干出てくるのかなと。９月18日に創生本部をして、９月25日に第４回という形になって、

10月22日が最終。その４回目に素案を固めた中で、どうしてもやっぱり平成28年度から始めな

くてはいけないという部分を各課と調整を図っていくという部分がございまして、そういう中

でやはり一番最後に最終的な総合戦略の素案という部分を10月22日に提示という形にさせてい

ただくという内容になっております。やっぱりそれぞれ進める形はございますが、今回もある

程度６日前ぐらいに資料をお渡しして見ていただいたという段階で、やっぱり気になる部分、

強めたほうがいい部分という部分でご意見をいただいて、そういう部分をまたプロジェクトの

ほうに持ち帰って、そういう部分でまだ出てきていない地域と地域を連携する、またＫＰＩの

成果目標のほうをこれでいいのか詰めていくと。また、あと2020年度以降につきましていろい

ろ行ったり来たりしておりましたので、2020年度以降の施策もできるだけ想定した中身で設定

していくということを考えながら、プロジェクトチームのほうで素案をまたまとめをして、創
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生本部のほうで見ていただいて、次の９月25日には多少すっきりした形で出していきたいと。 

○委員 素案という形で出てくるんですか。 

○事務局 素案という形で、このスタイルというか、この方向性はこのまま、基本目標、方向

性、施策という部分での出し方になっておりますので、この取り組み内容について、今後やは

り実現できるかできないかという部分でまた見ていただくような形にはなります。 

○委員 もう一つ、すみません、事務局に質問ですが、７ページの左側の５つの柱があります

よね。これはもう崩せないんですよね。つまり人間の数というか、スタッフとそれから予算の

絡みで、このうちの例えば３つはできないから、２つだけやるとかという形はできないんです

か。これは可能なんですか。 

○事務局 これは国の総合戦略のメニューというか、そちらのほうをかたどった形なので。 

○委員 つまりこの５本の柱に沿った、そしてさらにすぐに取りかかれそうなものを素案とし

てもう少し絞った形で９月25日のほうには出てくるということですよね。 

○事務局 はい、そうです。 

○委員 そうしたら、ぜひ次回はその５本柱について素案として幾つかだとかありましたけれ

ども、やっているはずなので、時間設定をやっていただいて、そして皆さんの意見を集約して

もらえば、事務局のほうも一つ一つ話が終わっているので、助かるんじゃないかなというふう

に思いますので、よろしくお願いします。 

○尾形会長 今、貴重なご意見をいただきました。ただ、私がちょっと進行上いろいろと問題

があったやに思われておりますが、例えばここで施策が10あると。じゃ、はい、１つ、１番目、

じゃやりましょう、意見ございませんか、はい、じゃわかりました、じゃそういうふうにしま

す、じゃ次の２番目の施策、若い世代の結婚を促進すると、こういうことよりもむしろ、例え

ば安心して出産し、子どもが健やかに育つための支援とか、多様な保育環境を整備するとか、

あるいは健幸の実現のための環境づくりを進めるとか、在宅で暮らし続けるための体制づくり

を進めるとか、これは全部関連するんですよね。はい、じゃ在宅で暮らし続けるための体制づ

くりを進める、このための意見、質問ということにするよりも、むしろこういうふうに全て関

連する、そういう施策でありますので、と解釈しましたので、全般的なところからご意見ある

いは質問といったことのほうがよろしいのではないかというふうに進行する者として考えまし

たので、そういうやり方をとりましたので、ひとつご了解をいただきたいと思います。 

 ただ、これからは、きょうは３回目でございますので、だんだんいろんな意見も固まりつつ

あるといいますか、出されましたので、この次の９月の会議に当たりましては、できるだけ先
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ほどのご発言の趣旨に沿うような意見交換、まとめを考えながら進行していきたいと、こう思

いますので、よろしくご協力をいただきたいと思います。 

 ４時を過ぎましたので、本日のところは以上をもちまして事務局が用意された話し合いのテ

ーマに関する意見交換を終わりたいと思います。 

 事務局、その他何かご発言がございませんか。 

○事務局 今回の話の中でやはりまだ不明であるとか、またご意見がちょっと不足したという

場合につきましては、また意見送信票によりましてこちらのほうにいただきまして、できれば

９月１日、来週火曜日ぐらいにいただきますと次のプロジェクトチームの会議のほうに間に合

いまして、また一から揉ませていただくということをさせていただきたいと思います。 

○事務局 あと、次回、素案という形で重点的なもの、何をやったらいいかというのを、子育

てであればこれをメーンにやっていったほうが人を呼び込めるとか、定住していくとかなんと

かという部分、あと観光なり仕事づくりなりというのが多分あると思います。これは今後４年

間やる上で必要ではないかという部分を教えていただければ、それでちょっとマッチングさせ

ながら素案づくりのほうに向かっていきたいと思います。総花的に何でもやりますよというふ

うな形ではちょっと多分役場的にもできませんので、ポイント、ポイントでこれを重点的にや

っていく、継続するものはそのまま継続でいいとは思うんですけれども、新しくやる部分につ

いてはこれとこれを重点的にやって、それに予算を重点的に配分して４年間やっていきますと

いうふうな形でひとつお示しをしたいと思いますので、事務局としても考えますが、委員さん

のほうの中でもそういうふうな考え方でちょっと出していただければ助かると思います。その

中でまたご議論をしていただきながら方向性を決めていって、ある程度の素案というふうな形

で持っていきたいというふうに考えてございますので、よろしくお願いをいたします。 

○尾形会長 今、まとめ的に事務局から次回の会議の趣旨のご説明がありましたので、そのこ

とを了として、本日の第３回の会議を終了したいと思いますが、副会長、最後に。 

○事務局 １つだけちょっと残ってしまいまして、申しわけございません。この前、宮城県の

地方創生の総合戦略のほうに素案として上がってきた部分を見させていただきまして、総合戦

略の下に副題がついておりました。副題につきまして審議会のほうでキャッチフレーズを集め

た結果、その中の１つの言葉を引用させてもらったという説明もございましたので、今回、こ

のような形でいろいろな将来像に向かった対策とかを載せているんですが、大河原町まち・ひ

と・しごと創生総合戦略策定という部分の下にやはり何かしらつけたいなと思っております。 

 その副題としまして、皆様のほうからちょっと募集させていただければなということで、そ
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して行政から見たつくりですとやはり気がつかない言葉とかフレーズとかがあると思いますの

で、もしひらめいたということがございましたら９月１日までにファクスか何かでいただけれ

ばありがたいなと思っております。委員さんのお名前を付しただけで、こちら１枚物、送って

いただければ、総合戦略ということで企画に届くように受付のものに説明しておきますので、

何かしら合ったものがあればということで、皆様のほうからちょっと募集させていただければ

と思います。来週９月１日火曜までということでお願いできればと思います。それを集めた中

でまたプロジェクトのほうでももませていただいて、このような言葉が合っているとか使いた

いという部分があれば、そういうのをしまして、次回その副題も入れながら皆様のほうに提示

したいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○尾形会長 それでは、本日の第３回目の会議を終了したいと思いますが、副会長、閉会の。 

○金井副会長 本日は大変お疲れさまでございました。 

 本日は、住みよい町はどういった町なのかとか、あるいは大河原町の大学ということで人を

つくっていくようなビジョン、そして企業の誘致のあり方や三全などの既存の企業の新事業ス

タイルの活用とか、そういった形でまさにまち・ひと・しごとそれぞれの議論が交わせたんで

はないかと思います。特に町のビジョンは、「歩きたくなるまち」というビジョンが明確にご

ざいますけれども、そのほかにも、じゃ大河原町民としてのビジョンはどんな町民を育てるの

かとか、そういった、あるいはどんな仕事、あるいはどんな企業のあり方が望ましいのかです

とか、そういった人や仕事のビジョンというものも今後明確にしていくとより骨のある施策が

できていくのかなというふうに感じました。そのまち・ひと・しごとのビジョンがはっきりし

たときに、それぞれこの全て３つに通底するようなキャッチフレーズがこの１枚に集約される

のかなというふうに考えておりますので、皆様９月１日までにご提出のほど、ちょっと私もう

まく思い浮かぶかわからないですけれども、よろしくお願いします。 

 本日はお疲れさまでした。 


